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(57)【要約】
【課題】Ｖ－Ｔカーブを取得する場合に、等間隔な電圧
を得ることが可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置は、液晶表示パネルと、液晶
表示パネルを駆動する液晶ドライバＩＣと、を有し、液
晶ドライバＩＣは、液晶表示パネルに映像データを供給
するソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎと、液晶表示パネルに
供給する映像データの階調を補正するガンマ回路２８Ｐ
，２８Ｎと、液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブを取得する
場合に、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎからの出力を等間
隔な電圧とする電圧調整回路と、を含む。電圧調整回路
は、等間隔な電圧を生成するための情報を保存する電圧
ステップレジスタ３０１Ｐ，３０１Ｎと、電圧ステップ
レジスタ３０１Ｐ，３０１Ｎで保存された情報に基づい
て生成された等間隔な電圧を出力させるＶＴモードイネ
ーブル信号３０２Ｐ，３０２Ｎと、を含む。
【選択図】図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部と、前記表示部を駆動する駆動部と、を有し、
　前記駆動部は、
　前記表示部に映像データを供給する増幅回路と、
　前記増幅回路に接続される補正回路と、
　前記補正回路に対して別に設けられ、前記表示部の透過率対電圧特性を取得する場合に
、前記増幅回路からの出力を等間隔な電圧とする電圧調整回路と、
　を含む、液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記補正回路は、前記表示部の前記透過率対電圧特性に基づいて、前記増幅回路から前
記表示部に供給する映像データの階調を補正する補正回路である、液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記電圧調整回路は、
　前記等間隔な電圧を生成するための情報を保存する第１保存回路と、
　前記第１保存回路で保存された情報に基づいて生成された前記等間隔な電圧を出力させ
る第１制御信号と、
　を含む、液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の液晶表示装置において、
　前記補正回路は、前記第１保存回路に保存された情報に基づいて、前記等間隔な電圧を
選択して出力する第１選択回路を含み、
　前記増幅回路は、前記第１制御信号に基づいて、前記補正回路から出力された前記等間
隔な電圧を選択して出力する第２選択回路を含む、液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項２に記載の液晶表示装置において、
　前記電圧調整回路は、
　前記等間隔な電圧を生成するための線形階調電圧特性プリセット情報を保存する第２保
存回路と、
　前記等間隔な電圧を生成するための線形階調電圧特性プリセット情報を、選択信号に基
づいて選択して出力する第３選択回路と、
　前記線形階調電圧特性プリセット情報に基づいた線形階調電圧に割り付ける階調情報と
、
　前記線形階調電圧特性プリセット情報に基づいた線形階調電圧に割り付ける前記階調情
報を、前記選択信号に基づいて選択して出力する第４選択回路と、
　を含む、液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の液晶表示装置において、
　前記補正回路は、前記第３選択回路から出力された線形階調電圧特性プリセット情報に
基づいて、前記線形階調電圧を出力する第５選択回路を含み、
　前記増幅回路は、前記第４選択回路から出力された前記階調情報を前記線形階調電圧に
割り付けた前記等間隔な電圧を出力する第６選択回路を含む、液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記電圧調整回路は、
　前記等間隔な電圧に対応したリファレンス電圧が入力される入力端子と、
　前記入力端子に入力されたリファレンス電圧に対応した前記等間隔な電圧を出力させる
第２制御信号と、
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　を含む、液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の液晶表示装置において、
　前記増幅回路は、前記第２制御信号に基づいて、前記入力端子に入力されたリファレン
ス電圧に対応した前記等間隔な電圧を選択して出力する第７選択回路を含む、液晶表示装
置。
【請求項９】
　請求項１に記載の液晶表示装置において、
　前記増幅回路は、正極側の増幅回路と、負極側の増幅回路と、を有し、
　前記電圧調整回路は、正極側の電圧調整回路と、負極側の電圧調整回路と、を有する、
液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の液晶表示装置において、
　前記表示部は、
　マトリクス状に配置された複数の画素と、
　前記複数の画素に走査信号を供給する複数のゲート線と、
　前記複数の画素に映像信号を供給する複数のソース線と、
　を含み、
　前記正極側の増幅回路および前記負極側の増幅回路と、前記複数のソース線との接続は
、たすき掛けに交差した接続である、液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に製品パネル固有の透過率対電圧特性を取得する場
合に好適な液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置においては、映像データを最適に表示するために、入力された映像データ
に対して、製品パネル固有の特性に合致させる補正を必要とする場合がある。その製品パ
ネル固有の特性に合致させる補正として、例えば、製品パネルの階調対輝度特性、いわゆ
るガンマカーブの調整がある。
【０００３】
　各製品パネルのガンマカーブを調整するためには、まずその製品パネル固有の透過率対
電圧特性、いわゆるＶ－Ｔカーブを取得し、そのＶ－Ｔカーブに基づいてガンマ回路を調
整していく必要がある。ガンマカーブの調整に関する技術としては、例えば特許文献１が
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３６９７９９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述したＶ－Ｔカーブを取得するためには、例えば、製品パネルに液晶ドライバＩＣを
搭載した後、その液晶ドライバＩＣからガンマ回路の設定値を変えながら所望のカーブに
追い込んで、Ｖ－Ｔカーブを求める方法がある。この方法では、手間がかかる、もしくは
精度の点で課題があり、望ましくない。
【０００６】
　また、このＶ－Ｔカーブについては、等間隔の電圧と透過率の情報を得たいが、この処
理は、通常、ガンマ回路を通すので等間隔の電圧を得ることは困難である。前述した特許
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文献１では、ガンマカーブを調整することはできるが、等間隔の電圧を得ることは考慮さ
れていない。
【０００７】
　本発明の目的は、Ｖ－Ｔカーブを取得する場合に、等間隔な電圧を得ることが可能な液
晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係わる液晶表示装置は、表示部と、前記表示部を駆動する駆動部と、
を有し、前記駆動部は、前記表示部に映像データを供給する増幅回路と、前記増幅回路に
接続される補正回路と、前記補正回路に対して別に設けられ、前記表示部の透過率対電圧
特性を取得する場合に、前記増幅回路からの出力を等間隔な電圧とする電圧調整回路と、
を含む、ものである。
【０００９】
　また、他の一態様として、前記補正回路は、前記表示部の前記透過率対電圧特性に基づ
いて、前記増幅回路から前記表示部に供給する映像データの階調を補正する補正回路であ
るようにしてもよい。
【００１０】
　また、他の一態様として、前記電圧調整回路は、前記等間隔な電圧を生成するための情
報を保存する第１保存回路と、前記第１保存回路で保存された情報に基づいて生成された
前記等間隔な電圧を出力させる第１制御信号と、を含むようにしてもよい。
【００１１】
　また、他の一態様として、前記電圧調整回路は、前記等間隔な電圧を生成するための線
形階調電圧特性プリセット情報を保存する第２保存回路と、前記等間隔な電圧を生成する
ための線形階調電圧特性プリセット情報を、選択信号に基づいて選択して出力する第３選
択回路と、前記線形階調電圧特性プリセット情報に基づいた線形階調電圧に割り付ける階
調情報と、前記線形階調電圧特性プリセット情報に基づいた線形階調電圧に割り付ける階
調情報を、前記選択信号に基づいて選択して出力する第４選択回路と、を含むようにして
もよい。
【００１２】
　また、他の一態様として、前記電圧調整回路は、前記等間隔な電圧に対応したリファレ
ンス電圧が入力される入力端子と、前記入力端子に入力されたリファレンス電圧に対応し
た前記等間隔な電圧を出力させる第２制御信号と、を含むようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施の形態１に係わる液晶表示装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶表示装置において、液晶表示パネルの表示領域の一例を示す断面
図である。
【図３】図１に示す液晶表示装置において、液晶表示パネルの表示領域の一例を示す回路
図である。
【図４】図１に示す液晶表示装置において、Ｖ－Ｔカーブの一例を示すグラフである。
【図５】図１に示す液晶表示装置において、ガンマカーブの一例を示すグラフである。
【図６】図１に示す液晶表示装置において、液晶ドライバＩＣの構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図７】図１に示す液晶表示装置において、通常使用時における正極側のガンマ回路およ
びソースアンプの構成の一例を示す説明図である。
【図８】図１に示す液晶表示装置において、通常使用時における負極側のガンマ回路およ
びソースアンプの構成の一例を示す説明図である。
【図９】図１に示す液晶表示装置において、液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブを取得する場
合のガンマ回路およびソースアンプの構成の一例を示す説明図である。
【図１０】実施の形態２に係わる液晶表示装置において、液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブ
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を取得する場合のガンマ回路およびソースアンプの構成の一例を示す説明図である。
【図１１】実施の形態３に係わる液晶表示装置において、液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブ
を取得する場合のガンマ回路およびソースアンプの構成の一例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の各実施の形態について、図面を参照にしつつ説明する。なお、開示はあ
くまでも一例にすぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更について容易に
想到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有されるものである。また、図面は
説明をより明確にするため、実際の態様に比べ、各部の幅、厚さ、形状等について模式的
に表される場合があるが、あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない
。
【００１５】
　また、本明細書と各図において、既出の図に関して前述したものと同様の要素には、同
一の符号を付して、詳細な説明を適宜省略することがある。
【００１６】
　（実施の形態１）
　本実施の形態１に係わる液晶表示装置について、図１～図９を用いて説明する。
【００１７】
　＜液晶表示装置＞
　まず、本実施の形態１に係わる液晶表示装置の構成を、図１を用いて説明する。図１は
、本実施の形態１に係わる液晶表示装置の構成の一例を示すブロック図である。
【００１８】
　液晶表示装置１は、液晶表示パネル（表示部）１０と、この液晶表示パネル１０を駆動
する液晶ドライバＩＣ（駆動部）２０とを備えている。液晶表示パネル１０は、映像を表
示する表示領域１１と、表示領域１１のゲート線ＧＬを駆動する２つのゲートドライバ１
２と、表示領域１１のソース線ＳＬを選択するＲＧＢ選択スイッチ１３とを備えている。
【００１９】
　液晶表示パネル１０は、後で図２を用いて説明するように、素子基板５０と、対向基板
６０とを備えている。素子基板５０と対向基板６０との間には、複数の液晶分子を含む液
晶層７０が設けられており、これらは液晶表示パネル１０を構成している。
【００２０】
　素子基板５０は、対向基板６０と比べて液晶表示パネル１０の図１において下方向に大
きく形成されており、対向基板６０と対向しない下側の領域を備える。この素子基板５０
のうち対向基板６０と対向しない下側の領域には、液晶ドライバＩＣ２０が搭載されてい
る。
【００２１】
　素子基板５０と対向基板６０とが重なる領域において、素子基板５０の中央部には表示
領域１１が設けられている。表示領域１１の周辺領域（額縁領域）において、図１におい
て左右方向の左側端部および右側端部にはゲートドライバ１２がそれぞれ設けられ、また
、図１において下方向の下側端部にはＲＧＢ選択スイッチ１３が設けられている。
【００２２】
　また、素子基板５０は、後で図２を用いて説明するように、ガラス基板を有しており、
ガラス基板の液晶層７０に面する側に、複数のゲート線とソース線とが互いに交差して設
けられると共に、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）やＩＺＯ（Indium Zinc Oxide）などの透
明導電材料からなる共通電極ＣＥを備えた共通電極層が設けられている。
【００２３】
　さらに、素子基板５０は、共通電極層の上に絶縁層を介して、画素Ｐのピッチに相当す
る間隔で、ＩＴＯやＩＺＯなどの透明導電材料からなる画素電極ＰＥが形成された画素電
極層を有している。
【００２４】
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　さらに、素子基板５０には、各画素Ｐの画素電極ＰＥをスイッチングするための薄膜ト
ランジスタＴＦＴ（Thin Film Transistor）が設けられている。薄膜トランジスタＴＦＴ
は、後で図３を用いて説明するように、ゲートドライバ１２から延びるゲート線ＧＬがゲ
ートに接続され、ＲＧＢ選択スイッチ１３から延びるソース線ＳＬがソースに接続され、
液晶素子ＬＣおよび画素電極ＰＥがドレインに接続されている。
【００２５】
　対向基板６０は、後で図２を用いて説明するように、ガラス基板を有しており、ガラス
基板の液晶層７０に面する側において、画素電極ＰＥに対向する領域には、Ｒ（赤）、Ｇ
（緑）、Ｂ（青）のカラーフィルタ層が形成されている。また、カラーフィルタ層が形成
されている領域以外の領域には、ブラックマトリクスとしての遮光膜が形成されている。
【００２６】
　液晶ドライバＩＣ２０は、液晶表示装置１の全体を制御するホストプロセッサからの指
示信号に基づいて、ゲートドライバ１２によってゲート線ＧＬに電圧を印加すると共に、
ＲＧＢ選択スイッチ１３によってソース線ＳＬに電圧を印加する。また、液晶ドライバＩ
Ｃ２０は、ゲート線ＧＬおよびソース線ＳＬに電圧を印加して画素Ｐの駆動を行う際に、
共通電極ＣＥに共通電圧を印加する。
【００２７】
　＜液晶表示パネルにおける表示領域の断面構造＞
　図２は、液晶表示パネル１０における表示領域１１の断面構造の一例を示す断面図であ
る。図２では、一例として、ＦＦＳ（Fringe-Field Switching）モードの液晶表示パネル
１０に適用した例を示している。ＦＦＳモードの液晶表示パネル１０は、液晶層７０を挟
む一対の素子基板５０および対向基板６０のうち、一方の素子基板５０に絶縁膜を挟んで
共通電極ＣＥと画素電極ＰＥとを形成し、共通電極ＣＥと画素電極ＰＥとの間に印加され
る横方向の電界で液晶を駆動するものである。
【００２８】
　なお、液晶表示パネル１０としては、ＴＮ（Twisted Nematic）モード、ＶＡ（Virtica
l Alignment）モード、あるいはＩＰＳ（In-Place-Switching）モードなどの各種モード
の液晶表示パネルを採用することが可能である。
【００２９】
　液晶表示パネル１０は、素子基板５０と、この素子基板５０と対向配置された対向基板
６０と、素子基板５０と対向基板６０との間に挟持された液晶層７０とを備えている。素
子基板５０の外面側（液晶層７０と反対側）には偏光板５１が設けられ、対向基板６０の
外面側には偏光板６１が設けられている。そして、液晶表示パネル１０は、素子基板５０
の外面側から照明光が照射される構成となっている。
【００３０】
　素子基板５０は、例えばガラスや石英、プラスチックなどの透光性材料からなる基板本
体５２と、基板本体５２の内側（液晶層７０側）の表面に順に積層されたゲート絶縁膜５
３、層間絶縁膜５４および配向膜５５とを備えている。
【００３１】
　また、素子基板５０は、基板本体５２の内側の表面に配置されたゲート線ＧＬと、各画
素領域に対応して設けられた共通電極ＣＥと、ゲート絶縁膜５３の内側の表面に配置され
た半導体層５６、ソース５７およびドレイン５８と、層間絶縁膜５４の内側の表面に配置
された画素電極ＰＥとを備えている。なお、半導体層５６、ソース５７およびドレイン５
８は、画素電極ＰＥをスイッチングするための薄膜トランジスタＴＦＴを構成している。
【００３２】
　ゲート絶縁膜５３は、窒化シリコンや酸化シリコンなどのような絶縁性を有する透光性
材料で構成されており、基板本体５２上に形成されたゲート線ＧＬおよび共通電極ＣＥを
覆うように設けられている。
【００３３】
　層間絶縁膜５４は、ゲート絶縁膜５３と同様に、窒化シリコンや酸化シリコンなどの絶
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縁性を有する透光性材料で構成されており、ゲート絶縁膜５３上に形成された半導体層５
６、ソース５７およびドレイン５８を覆うように設けられている。そして、層間絶縁膜５
４には、画素電極ＰＥと薄膜トランジスタＴＦＴとの導通を図るための貫通孔であるコン
タクトホール５９が形成されている。
【００３４】
　配向膜５５は、例えばポリイミドなどの有機材料で構成されており、層間絶縁膜５４上
に形成された画素電極ＰＥを覆うように設けられている。そして、配向膜５５の上面には
、液晶層７０を構成する液晶分子を配向規制するための配向処理が施されている。この配
向膜５５の配向方向は、対向基板６０に備えられる偏光板６１の透過軸と同方向となって
いる。
【００３５】
　対向基板６０は、例えばガラスや石英、プラスチックなどの透光性材料で構成された基
板本体６２と、基板本体６２の内側（液晶層７０側）の表面に順に積層されたカラーフィ
ルタ層６３および配向膜６４とを備えている。
【００３６】
　カラーフィルタ層６３は、各画素領域に対応して配置されており、例えばアクリルなど
で構成されて各画素領域で表示するＲ（赤）・Ｇ（緑）・Ｂ（青）の各色に対応する色材
を含有している。
【００３７】
　配向膜６４は、例えばポリイミドなどの有機材料やシリコン酸化物などの無機材料で構
成されており、その配向方向が素子基板５０の配向膜５５の配向方向と同方向となってい
る。
【００３８】
　偏光板５１，６１は、それぞれの透過軸が互いに直交するように設けられている。すな
わち、偏光板５１の透過軸は、偏光板６１の透過軸および配向膜５５，６４の配向方向と
直交する方向となっている。
【００３９】
　＜液晶表示パネルにおける表示領域の回路構成＞
　図３は、液晶表示パネル１０における表示領域１１の回路構成の一例を示す回路図であ
る。
【００４０】
　液晶表示パネル１０は、所定間隔おきに設けられたゲート線ＧＬ１～ＧＬＮと、このゲ
ート線ＧＬ１～ＧＬＮに交差するように設けられたソース線ＳＬ１～ＳＬＭとを備えてい
る。ゲート線ＧＬ１～ＧＬＮは、走査線とも呼ばれる。ソース線ＳＬ１～ＳＬＭは、信号
線、データ線とも呼ばれる。例えば、ＦＨＤ（Full High Definition）方式のＦＨＤ＝１
０８０ＲＧＢ×１９２０に対応するためには、ゲート線ＧＬ１～ＧＬＮはＮ＝１９２０本
、ソース線ＳＬ１～ＳＬＭはＭ＝１０８０本となる。ソース線ＳＬ１～ＳＬＭは、それぞ
れ、Ｒ（赤）・Ｇ（緑）・Ｂ（青）の各色に対応するために、ソース線ＳＬ１Ｒ，ＳＬ１
Ｇ，ＳＬ１Ｂ～ＳＬＭＲ，ＳＬＭＧ，ＳＬＭＢの３本からなる。
【００４１】
　各ゲート線ＧＬ１～ＧＬＮと各ソース線ＳＬ１～ＳＬＭとの交差部分には、画素Ｐが設
けられている。各画素Ｐは、液晶表示パネル１０の表示領域１１にマトリクス状に配置さ
れ、薄膜トランジスタＴＦＴと、液晶素子ＬＣと、画素容量Ｃとで構成される。画素容量
Ｃは、液晶素子ＬＣに接続された画素電極ＰＥと、この画素電極ＰＥに対向して設けられ
た共通電極ＣＥとの間で、電気光学材料としての誘電体である液晶層７０を挟んで構成さ
れる。また、各画素Ｐは、Ｒ（赤）のサブ画素ＰＲ、Ｇ（緑）のサブ画素ＰＧ、Ｂ（青）
のサブ画素ＰＢで構成される。
【００４２】
　薄膜トランジスタＴＦＴのゲートにはゲート線ＧＬ１～ＧＬＮが接続され、ソースには
ソース線ＳＬ１～ＳＬＭが接続され、ドレインには、液晶素子ＬＣの一端および画素容量
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Ｃの画素電極ＰＥがそれぞれ接続されている。液晶素子ＬＣの他端および画素容量Ｃの共
通電極ＣＥは、それぞれ接地電位に接続されている。したがって、この薄膜トランジスタ
ＴＦＴは、ゲート線ＧＬ１～ＧＬＮから電圧が印加されるとオン状態となり、ソース線Ｓ
Ｌ１～ＳＬＭと画素電極ＰＥとを導通した状態となる。
【００４３】
　ゲートドライバ１２は、薄膜トランジスタＴＦＴをオン状態にするための電圧を複数の
ゲート線ＧＬ１～ＧＬＮに順次印加する。例えば、あるゲート線ＧＬ１に選択電圧を供給
すると、このゲート線ＧＬ１に接続された薄膜トランジスタＴＦＴが全てオン状態となり
、このゲート線ＧＬ１に係る画素Ｐが全て選択される。
【００４４】
　ＲＧＢ選択スイッチ１３は、映像信号をソース線ＳＬ１～ＳＬＭに出力し、オン状態の
薄膜トランジスタＴＦＴを介して、この映像信号に基づく映像電圧を画素電極ＰＥに印加
する。この場合に、ＲＧＢ選択スイッチ１３は、Ｒ（赤）・Ｇ（緑）・Ｂ（青）のソース
線ＳＬ１Ｒ，ＳＬ１Ｇ，ＳＬ１Ｂ～ＳＬＭＲ，ＳＬＭＧ，ＳＬＭＢをマルチプレクサＭＵ
Ｘで順に切り替える。例えば、上述の例において、あるゲート線ＧＬ１に接続された薄膜
トランジスタＴＦＴが全てオン状態となり、このゲート線ＧＬ１に係る画素Ｐが全て選択
されると、オン状態の薄膜トランジスタＴＦＴを介して、映像信号に基づく映像電圧が画
素電極ＰＥに印加される。
【００４５】
　このような構成により、液晶表示装置１は、画素Ｐの駆動に関して、以下のように動作
する。すなわち、ゲートドライバ１２からゲート線ＧＬ１～ＧＬＮに電圧を順次供給する
ことで、各ゲート線ＧＬ１～ＧＬＮに係る全ての薄膜トランジスタＴＦＴを順次オン状態
にして、各ゲート線ＧＬ１～ＧＬＮに係る全ての画素Ｐを順次選択する。
【００４６】
　そして、これら画素Ｐの選択に同期して、ＲＧＢ選択スイッチ１３からソース線ＳＬ１
～ＳＬＭに映像信号を供給する。すると、ゲートドライバ１２で選択した全ての画素Ｐに
、ＲＧＢ選択スイッチ１３からソース線ＳＬ１～ＳＬＭおよびオン状態の薄膜トランジス
タＴＦＴを介して映像信号が供給され、この映像信号に基づく映像電圧が画素電極ＰＥに
印加される。
【００４７】
　これにより、画素電極ＰＥと共通電極ＣＥとの間に電位差が生じて、駆動電圧が液晶素
子ＬＣに印加される。液晶素子ＬＣに駆動電圧が印加されると、液晶の配向や秩序が変化
し、液晶を透過する光が変化することで、映像信号に基づく映像を液晶表示パネル１０に
表示することができる。
【００４８】
　＜Ｖ－Ｔカーブとガンマカーブ＞
　図４および図５は、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブに基づいて所望のガンマカーブ
を得ることを説明するための図である。図４は、Ｖ－Ｔカーブの一例を示すグラフである
。図５は、ガンマカーブの一例を示すグラフである。
【００４９】
　通常、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを測定取得し、所望の透過率になる電圧－階
調関係をガンマレジスタ１２３Ｐ，１２３Ｎ（図７，図８などに図示）に設定し、所望の
ガンマカーブを得る。ガンマカーブ補正の設定は、機種毎に行う。
【００５０】
　この液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得するためには、例えば、製品の液晶表示
パネル１０に液晶ドライバＩＣ２０を搭載した後、その液晶ドライバＩＣ２０からガンマ
回路２８（図６などに図示）の設定値を変えながら所望のカーブに追い込んで、Ｖ－Ｔカ
ーブを求める方法がある。この方法では、手間がかかる、もしくは精度の点で課題があり
、望ましくない。
【００５１】
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　また、このＶ－Ｔカーブについては、等間隔の電圧と透過率の情報を得たいが、この処
理は、通常、ガンマ回路２８を通すので等間隔の電圧を得ることは困難である。そこで、
本実施の形態１に係わる液晶表示装置１においては、Ｖ－Ｔカーブを取得する場合に、等
間隔な電圧を得ることを可能とするものである。
【００５２】
　Ｖ－Ｔカーブは、横軸をＶＬＣＤ（液晶印加電圧）とし、縦軸をＴ（透過率）とした場
合に、図４のようなグラフとなる。図４の例では、ＶＬＣＤ（液晶印加電圧）は０Ｖから
４Ｖ程度の範囲で、Ｔ（透過率）は０％から１００％の範囲を示している。このグラフか
ら分かるように、Ｖ－Ｔカーブは、電圧間隔が等間隔の液晶印加電圧と、この液晶印加電
圧の各電圧に対する透過率との関係を表す。このＶ－Ｔカーブを取得するために、液晶印
加電圧を規定するための等間隔な電圧を得ることが必要となる。この方法は、後で図９を
用いて説明するが、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎからの出力電圧として得ることができる
。
【００５３】
　この得られた等間隔な電圧のデータは、例えば、一旦、外部に記憶しておく。そして、
記憶しておいた等間隔な電圧のデータを用いてＶ－Ｔカーブを取得し、このＶ－Ｔカーブ
に基づいて所望の透過率になる電圧－階調関係を求めて所望のガンマカーブを得る。外部
に記憶しておいた等間隔な電圧のデータを用いて所望のガンマカーブを得るための処理は
、コンピュータを用いて行われる。
【００５４】
　ガンマカーブは、図５に示すように、横軸を階調とし、縦軸をＴ（透過率）として、階
調と、この各階調に対する透過率との関係を表す。図５の例では、階調は０階調から２５
５階調の範囲で、Ｔ（透過率）は０％から１００％の範囲を示している。この得られたガ
ンマカーブに基づいて、ガンマカーブ補正値の設定を液晶表示パネル１０の機種毎に行う
。ガンマカーブ補正値は、後で図７，図８などを用いて説明するガンマレジスタ１２３Ｐ
，１２３Ｎに設定する。このようなＶ－Ｔカーブを取得するために行う等間隔な電圧を得
るための構成は、初回製品にのみあればよいが、本実施の形態では全ての製品に実装され
るものとする。
【００５５】
　＜液晶ドライバＩＣの構成＞
　図６は、液晶ドライバＩＣ２０の構成の一例を示すブロック図である。
【００５６】
　液晶ドライバＩＣ２０は、インターフェースレシーバ２１、映像メモリ２２、ラインラ
ッチ回路２３、ソースアンプ２４、コマンドレジスタ２５、パラメータレジスタ２６、不
揮発性メモリ２７、ガンマ回路２８、発振器２９、および、タイミングコントローラ３０
などを備えている。映像メモリ２２は、ＦＩＦＯ（First-In First-Out）などのバッファ
回路に代えることも可能である。
【００５７】
　インターフェースレシーバ２１は、ホストプロセッサとの間のインターフェースを司り
、ホストプロセッサからの映像データ、コマンド、パラメータなどを受信するレシーバで
ある。ホストプロセッサとインターフェースレシーバ２１との間のインターフェースは、
同期または非同期で行われる。例えば、インターフェースレシーバ２１のインターフェー
スとして、ＭＩＰＩ（Mobile Industry Processor Interface）－ＤＳＩ（Display Seria
l Interface）などが用いられる。
【００５８】
　映像メモリ２２は、ホストプロセッサからインターフェースレシーバ２１を介して受信
した映像データ３１を保存するメモリである。ラインラッチ回路２３は、映像メモリ２２
に保存した映像データ３１を１ライン毎にラッチしてソースアンプ２４に出力するラッチ
回路である。ソースアンプ２４は、ラインラッチ回路２３から１ライン毎の映像データを
受け取り、ガンマ回路２８からの各階調の電圧をリファレンスとして増幅して液晶表示パ
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ネル１０に供給する増幅回路である。
【００５９】
　コマンドレジスタ２５は、ホストプロセッサからインターフェースレシーバ２１を介し
て受信したコマンドを保存するレジスタである。パラメータレジスタ２６は、ガンマカー
ブ補正のためのパラメータなどを保存するレジスタである。不揮発性メモリ２７は、ガン
マカーブ補正のためのパラメータなどを記憶するメモリである。ガンマ回路２８は、パラ
メータレジスタ２６に保存したガンマカーブ補正のためのパラメータに基づいて、各階調
の電圧を生成してソースアンプ２４に出力する補正回路である。
【００６０】
　発振器２９は、液晶表示装置１を駆動するためのクロック信号を発振する発振器である
。タイミングコントローラ３０は、発振器２９から発振されたクロック信号に同期して、
コマンドレジスタ２５に保存したコマンドに基づいて、映像メモリ２２、ラインラッチ回
路２３、ソースアンプ２４などのタイミングを制御するコントローラである。タイミング
コントローラ３０は、液晶表示パネル１０のゲートドライバ１２を制御するパネル制御信
号３２を生成するコントローラでもある。
【００６１】
　このような構成により、液晶ドライバＩＣ２０は、以下のように動作する。インターフ
ェースレシーバ２１は、ホストプロセッサから映像データ、コマンドを受信する。ホスト
プロセッサからインターフェースレシーバ２１を介して受信したコマンドは、コマンドレ
ジスタ２５に保存される。タイミングコントローラ３０により、発振器２９から発振され
たクロック信号に同期して、コマンドレジスタ２５に保存したコマンドに基づいて、映像
メモリ２２、ラインラッチ回路２３、ソースアンプ２４などのタイミングが制御される。
【００６２】
　ホストプロセッサからインターフェースレシーバ２１を介して受信した映像データ３１
は、映像メモリ２２に保存される。ラインラッチ回路２３は、映像メモリ２２に保存した
映像データ３１を１ライン毎にラッチしてソースアンプ２４に出力する。ガンマ回路２８
は、パラメータレジスタ２６に保存したガンマカーブ補正のためのパラメータに基づいて
、各階調の電圧を生成してソースアンプ２４に出力する。
【００６３】
　ソースアンプ２４は、ラインラッチ回路２３から１ライン毎の映像データを受け取り、
また、ガンマ回路２８から各階調の電圧を受け取り、各階調の電圧をリファレンスとして
、１ライン毎の映像データを増幅して液晶表示パネル１０に供給する。この場合に、液晶
ドライバＩＣ２０のソースアンプ２４と液晶表示パネル１０のソース線ＳＬとの接続は、
例えば図３のようになる。
【００６４】
　図３において、液晶ドライバＩＣ２０側のソースアンプ２４では、アンプ１３２Ｐ－１
が正極側、アンプ１３２Ｎ－１が負極側、アンプ１３２Ｐ－２が正極側、アンプ１３２Ｎ
－２が負極側、…、アンプ１３２Ｎ－Ｍ／２が負極側にそれぞれ割り付けられている。ま
た、液晶表示パネル１０側では、Ｒ（赤）・Ｇ（緑）・Ｂ（青）に対応するソース線ＳＬ
１Ｒ，ＳＬ１Ｇ，ＳＬ１Ｂ、ソース線ＳＬ２Ｒ，ＳＬ２Ｇ，ＳＬ２Ｂ、ソース線ＳＬ３Ｒ
，ＳＬ３Ｇ，ＳＬ３Ｂ、ソース線ＳＬ４Ｒ，ＳＬ４Ｇ，ＳＬ４Ｂ、…、ソース線ＳＬＭＲ
，ＳＬＭＧ，ＳＬＭＢがそれぞれＲＧＢ選択スイッチ１３で選択される。そして、ＲＧＢ
選択スイッチ１３で選択されたＲ・Ｇ・Ｂに対応するソース線がソース線ＳＬ１～ＳＬＭ
として、対応するソースアンプ２４の各アンプと接続される。
【００６５】
　この場合に、正極側のソースアンプのアンプ１３２Ｐ－１はソース線ＳＬ２に接続され
、負極側のソースアンプのアンプ１３２Ｎ－１はソース線ＳＬ１に接続されて、たすき掛
けに交差した接続となる。同様に、正極側のソースアンプのアンプ１３２Ｐ－２はソース
線ＳＬ４に接続され、負極側のソースアンプのアンプ１３２Ｎ－２はソース線ＳＬ３に接
続されて、たすき掛けに交差した接続となる。その他の部分も同様である。このようなた



(11) JP 2016-133670 A 2016.7.25

10

20

30

40

50

すき掛けに交差した接続は、正極と負極の電圧を交互に掛ける交流の印加による駆動を行
い、画素電極側に正負電荷の偏りが生じて寿命が短くなることを避けるためである。
【００６６】
　＜通常使用時におけるガンマ回路およびソースアンプの構成＞
　図７および図８は、通常使用時におけるガンマ回路２８およびソースアンプ２４を説明
するための図である。図７は、通常使用時における正極側のガンマ回路２８Ｐおよびソー
スアンプ２４Ｐの構成の一例を示す説明図である。図８は、通常使用時における負極側の
ガンマ回路２８Ｎおよびソースアンプ２４Ｎの構成の一例を示す説明図である。図７およ
び図８は、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブに基づいた所望のガンマカーブが得られる
補正値がガンマレジスタ１２３Ｐ，１２３Ｎに設定された後の通常使用時における構成を
示している。
【００６７】
　本実施の形態は、一例として、ノーマリーブラックモードで、Ｖ－Ｔカーブにて電圧Ｖ
が最大となるときに白表示を達成できる表示モードに適用する。ノーマリーブラックモー
ドは、電圧を印加していない状態で暗表示（黒表示）となる表示モードである。なお、表
示モードとしては、電圧を印加していない状態で明表示（白表示）となるノーマリーホワ
イトモードにも適用可能である。
【００６８】
　図７に示すように、正極側のガンマ回路２８Ｐは、正極ガンマ電源生成部１１０Ｐと、
正極階調電圧生成部１２０Ｐとを備えている。正極ガンマ電源生成部１１０Ｐは、ラダー
抵抗１１１Ｐと、セレクタ１１２Ｐと、電源レジスタ１１３Ｐと、アンプ１１４Ｐとを備
えている。ラダー抵抗１１１Ｐは、抵抗値が等しい複数の抵抗が直列に接続されて構成さ
れ、正極電源ＶＳＰとグランド電源ＧＮＤとの間に接続されている。セレクタ１１２Ｐは
、ラダー抵抗１１１Ｐの各抵抗の接続点からの電圧を入力として、電源レジスタ１１３Ｐ
に保存されている値に基づいて、１つの電圧を選択してアンプ１１４Ｐに出力するセレク
タである。パネル特性により、白表示となる電圧の大きさは異なり、例えば３Ｖで白表示
となるパネルもあれば、白表示とするためには５Ｖを要するパネルも存在する。電源レジ
スタ１１３Ｐは、当該パネルにおける白表示を達成できる正極ガンマ電源ＧＶＤＤＰを生
成するための値を保存するレジスタである。アンプ１１４Ｐは、セレクタ１１２Ｐで選択
された電圧を増幅し、正極ガンマ電源ＧＶＤＤＰとして出力するアンプである。
【００６９】
　正極階調電圧生成部１２０Ｐは、ラダー抵抗１２１Ｐと、複数のセレクタ１２２Ｐ－０
～１２２Ｐ－２５５と、ガンマレジスタ１２３Ｐと、複数のアンプ１２４Ｐ－０～１２４
Ｐ－２５５とを備えている。複数のセレクタ１２２Ｐ－０～１２２Ｐ－２５５および複数
のアンプ１２４Ｐ－１～１２４Ｐ－２５５は、０階調から２５５階調に対応して少なくと
も２５６個設けられている。ラダー抵抗１２１Ｐは、抵抗値が等しい複数の抵抗が直列に
接続されて構成され、正極ガンマ電源生成部１１０Ｐで生成された正極ガンマ電源ＧＶＤ
ＤＰとグランド電源ＧＮＤとの間に接続されている。複数のセレクタ１２２Ｐ－０～１２
２Ｐ－２５５は、それぞれ、ラダー抵抗１２１Ｐの各抵抗の接続点からの電圧を入力とし
て、ガンマレジスタ１２３Ｐに保存されている値に基づいて、１つの電圧を選択して複数
のアンプ１２４Ｐ－０～１２４Ｐ－２５５のそれぞれに出力するセレクタである。ガンマ
レジスタ１２３Ｐは、ガンマカーブ補正のための値を保存するレジスタである。複数のア
ンプ１２４Ｐ－０～１２４Ｐ－２５５は、それぞれ、セレクタ１２２Ｐ－０～１２２Ｐ－
２５５で選択された電圧を増幅し、正極ガンマ電源生成部１１０Ｐから出力される電圧値
に対して０階調から２５５階調に対応した正極階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５として出力す
るアンプである。
【００７０】
　正極側のソースアンプ２４Ｐは、複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２と、
複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２とを備えている。複数のセレクタ１３１Ｐ
－１～１３１Ｐ－Ｍ／２および複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２は、ソース
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線ＳＬ１～ＳＬＭ（Ｍ＝１０８０）の正極側（１０８０／２）に対応して５４０個設けら
れている。複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２は、それぞれ、ラインラッチ
回路２３から入力された階調データに対して、ガンマ回路２８Ｐで生成された正極階調電
圧ＶＰ０～ＶＰ２５５をリファレンスとして選択して複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２
Ｐ－Ｍ／２のそれぞれに出力するセレクタである。複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ
－Ｍ／２は、それぞれ、セレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２から出力された階調デ
ータを増幅して出力するアンプである。
【００７１】
　このような構成により、正極側のガンマ回路２８Ｐおよびソースアンプ２４Ｐは、以下
のように動作する。ガンマ回路２８Ｐの正極ガンマ電源生成部１１０Ｐにおいて、セレク
タ１１２Ｐは、正極電源ＶＳＰとグランド電源ＧＮＤとの間に接続されているラダー抵抗
１１１Ｐの各抵抗の接続点からの電圧を入力として、電源レジスタ１１３Ｐに保存されて
いる値に基づいて、１つの電圧を選択してアンプ１１４Ｐに出力する。これを受けて、ア
ンプ１１４Ｐは、セレクタ１１２Ｐで選択された電圧を増幅し、正極ガンマ電源ＧＶＤＤ
Ｐとして出力する。
【００７２】
　さらに、ガンマ回路２８Ｐの正極階調電圧生成部１２０Ｐにおいて、複数のセレクタ１
２２Ｐ－０～１２２Ｐ－２５５は、それぞれ、正極ガンマ電源ＧＶＤＤＰとグランド電源
ＧＮＤとの間に接続されているラダー抵抗１２１Ｐの各抵抗の接続点からの電圧を入力と
して、ガンマレジスタ１２３Ｐに保存されている値に基づいて、１つの電圧を選択して複
数のアンプ１２４Ｐ－０～１２４Ｐ－２５５のそれぞれに出力する。これを受けて、複数
のアンプ１２４Ｐ－０～１２４Ｐ－２５５は、それぞれ、セレクタ１２２Ｐ－０～１２２
Ｐ－２５５で選択された電圧を増幅し、０階調から２５５階調に対応した正極階調電圧Ｖ
Ｐ０～ＶＰ２５５として出力する。
【００７３】
　そして、ソースアンプ２４Ｐにおいて、複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／
２は、それぞれ、ラインラッチ回路２３から入力された階調データに対して、ガンマ回路
２８Ｐで生成された正極階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５をリファレンスとして選択して複数
のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２のそれぞれに出力する。これを受けて、複数の
アンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２は、それぞれ、セレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ
－Ｍ／２から出力された階調データを増幅して出力する。このソースアンプ２４Ｐの複数
のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２からのそれぞれの出力は、前に図３で示した正
極側に対応するソース線ＳＬ２，ＳＬ４，…，ＳＬＭに供給される。
【００７４】
　図８に示すように、負極側のガンマ回路２８Ｎは、負極ガンマ電源生成部１１０Ｎと、
負極階調電圧生成部１２０Ｎとを備えている。負極ガンマ電源生成部１１０Ｎは、ラダー
抵抗１１１Ｎと、セレクタ１１２Ｎと、電源レジスタ１１３Ｎと、アンプ１１４Ｎとを備
えている。負極階調電圧生成部１２０Ｎは、ラダー抵抗１２１Ｎと、複数のセレクタ１２
２Ｎ－０～１２２Ｎ－２５５と、ガンマレジスタ１２３Ｎと、複数のアンプ１２４Ｎ－０
～１２４Ｎ－２５５とを備えている。負極側のガンマ回路２８Ｎも、正極側のガンマ回路
２８Ｐと同様に構成され、同様に動作する構成となっている。ただし、正極電源ＶＳＰは
負極電源ＶＳＮに代わり、正極ガンマ電源ＧＶＤＤＰは負極ガンマ電源ＧＶＤＤＮに代わ
り、正極階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５は負極階調電圧ＶＮ０～ＶＮ２５５に代わる。
【００７５】
　負極側のソースアンプ２４Ｎは、複数のセレクタ１３１Ｎ－１～１３１Ｎ－Ｍ／２と、
複数のアンプ１３２Ｎ－１～１３２Ｎ－Ｍ／２とを備えている。負極側のソースアンプ２
４Ｎも、正極側のソースアンプ２４Ｐと同様に構成され、同様に動作する構成となってい
る。ただし、負極側のソースアンプ２４Ｎの複数のアンプ１３２Ｎ－１～１３２Ｎ－Ｍ／
２からのそれぞれの出力は、前に図３で示した負極側に対応するソース線ＳＬ１，ＳＬ３
，…，ＳＬＭ－１に供給される。
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【００７６】
　＜液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブを取得する場合の構成＞
　図９は、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合を説明するための図である
。図９は、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合のガンマ回路２８およびソ
ースアンプ２４の構成の一例を示す説明図である。図９では、正極側のガンマ回路２８Ｐ
およびソースアンプ２４Ｐを示しているが、負極側のガンマ回路２８Ｎおよびソースアン
プ２４Ｎにおいても同様であるので、負極側の構成要素の符号は括弧内に記載している。
【００７７】
　本実施の形態１における正極側のガンマ回路（補正回路）２８Ｐおよびソースアンプ（
増幅回路）２４Ｐには、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合の構成として
、液晶表示パネル１０に映像データを供給するソースアンプ２４Ｐからの出力を等間隔な
電圧とする電圧調整回路を備えている。電圧調整回路としては、電圧ステップレジスタ３
０１Ｐと、ＶＴモードイネーブル信号３０２Ｐとを備えている。この電圧調整回路により
、ガンマ回路２８Ｐで等間隔な電圧の正極ガンマ電圧ＧＶＤＤＰが生成され、この正極ガ
ンマ電圧ＧＶＤＤＰはソースアンプ２４Ｐで選択されて出力される構成となっている。こ
の電圧調整回路の構成は、前に図７に示した通常使用時におけるガンマ回路２８Ｐおよび
ソースアンプ２４Ｐの構成に追加された部分である。
【００７８】
　電圧ステップレジスタ３０１Ｐは、等間隔な電圧を生成するための情報を保存する保存
回路である。この電圧ステップレジスタ３０１Ｐは、ガンマ回路２８Ｐのセレクタ１１２
Ｐに接続されている。この電圧ステップレジスタ３０１Ｐは、例えば、０階調から２５５
階調の場合の電圧調整幅よりも広くして、例えば正極ガンマ電源ＧＶＤＤＰを０Ｖから６
Ｖ程度まで０．１Ｖ刻みで振るなどして正極ガンマ電圧ＧＶＤＤＰ自体を可変にできるよ
うな値を保存している。
【００７９】
　ＶＴモードイネーブル信号３０２Ｐは、電圧ステップレジスタ３０１Ｐで保存された情
報に基づいて生成された等間隔な電圧を出力させる制御信号である。このＶＴモードイネ
ーブル信号３０２Ｐは、ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－
Ｍ／２に入力され、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合には活性化される
。このＶＴモードイネーブル信号３０２Ｐが活性化された場合には、０Ｖから６Ｖ程度ま
で０．１Ｖ刻みで振った６０ステップ程度の正極ガンマ電圧ＧＶＤＤＰが、ソースアンプ
２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２で選択されて出力される構成と
なっている。
【００８０】
　このような構成により、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合は、以下の
ように動作する。液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合には、ＶＴモードイ
ネーブル信号３０２Ｐを活性化する。
【００８１】
　まず、電圧ステップレジスタ３０１Ｐが接続されたガンマ回路２８Ｐのセレクタ１１２
Ｐは、電圧ステップレジスタ３０１Ｐに保存されている値に基づいて、０Ｖから６Ｖ程度
まで０．１Ｖ刻みで振った正極ガンマ電圧ＧＶＤＤＰをアンプ１１４Ｐに出力する。これ
を受けて、アンプ１１４Ｐは、０Ｖから６Ｖ程度まで０．１Ｖ刻みで振った正極ガンマ電
圧ＧＶＤＤＰを増幅して出力する。この０Ｖから６Ｖ程度まで０．１Ｖ刻みで振った正極
ガンマ電圧ＧＶＤＤＰは、ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ
－Ｍ／２の入力となる。
【００８２】
　そして、ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２には、
それぞれ、０Ｖから６Ｖ程度まで０．１Ｖ刻みで振った正極ガンマ電圧ＧＶＤＤＰと、活
性化されたＶＴモードイネーブル信号３０２Ｐとが入力される。これにより、複数のセレ
クタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２では、それぞれ、活性化されたＶＴモードイネーブ
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ル信号３０２Ｐに基づいて、０Ｖから６Ｖ程度まで０．１Ｖ刻みで振った正極ガンマ電圧
ＧＶＤＤＰを選択して複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２に出力する。これを
受けて、複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２は、それぞれ、複数のセレクタ１
３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２から出力された０Ｖから６Ｖ程度まで０．１Ｖ刻みの等間
隔な電圧を出力する。このようにして、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場
合には、ソースアンプ２４Ｐから、０Ｖから６Ｖ程度まで０．１Ｖ刻みの等間隔な電圧を
出力させることができる。この結果、当該パネルにおける各電圧に対する透過度を取得す
ることができる。
【００８３】
　同様に、負極側のガンマ回路（補正回路）２８Ｎおよびソースアンプ（増幅回路）２４
Ｎにおいても、電圧調整回路としては、電圧ステップレジスタ３０１Ｎと、ＶＴモードイ
ネーブル信号３０２Ｎとを備えている。この電圧調整回路により、ガンマ回路２８Ｎで負
極ガンマ電圧ＧＶＤＤＮが生成され、この負極ガンマ電圧ＧＶＤＤＮはソースアンプ２４
Ｎに出力される構成となっている。
【００８４】
　電圧ステップレジスタ３０１Ｎは、例えば、０階調から２５５階調の場合の電圧調整幅
よりも広くして、例えば負極ガンマ電源ＧＶＤＤＮを０Ｖから－６Ｖ程度まで０．１Ｖ刻
みで振るなどして負極ガンマ電圧ＧＶＤＤＮ自体を可変にできるような値を保存している
。
【００８５】
　ＶＴモードイネーブル信号３０２Ｎが活性化された場合には、０Ｖから－６Ｖ程度まで
０．１Ｖ刻みで振った６０ステップ程度の負極ガンマ電圧ＧＶＤＤＮが、ソースアンプ２
４Ｎで選択されて出力される構成となっている。これにより、液晶表示パネル１０のＶ－
Ｔカーブを取得する場合には、ソースアンプ２４Ｎから、０Ｖから－６Ｖ程度まで０．１
Ｖ刻みの等間隔な電圧を出力させることができる。
【００８６】
　＜実施の形態１の効果＞
　以上説明した本実施の形態１に係わる液晶表示装置１によれば、正極階調電圧生成部１
２０Ｐ（負極階調電圧生成部１２０Ｎ）を経由せずに直接、正極ガンマ電源生成部１１０
Ｐ（負極ガンマ電源生成部１１０Ｎ）からの階段状の電圧をセレクタ１３１Ｐ（セレクタ
１３１Ｎ）に供給することができ、従来技術よりもより正確にＶ－Ｔ特性を確認すること
ができる。より具体的には、階調電圧供給源となる正極ガンマ電源生成部１１０Ｐ（負極
ガンマ電源生成部１１０Ｎ）自体で等間隔な電圧を供給し、それを正極階調電圧生成部１
２０Ｐ（負極階調電圧生成部１２０Ｎ）を経由せずにセレクタ１３１Ｐ（セレクタ１３１
Ｎ）に供給するので、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合に、等間隔な電
圧を得ることができる。これにより、等間隔な電圧のデータを用いてＶ－Ｔカーブを取得
し、このＶ－Ｔカーブに基づいて所望の透過率になる電圧－階調関係を求めて所望のガン
マカーブを得ることができる。特に、従来技術の方法に比べて、簡単に精度のよい実測の
Ｖ－Ｔカーブを得ることができ、時間と手間が省けるようになる。
【００８７】
　より詳細には、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎからの出力を等間隔な電圧とする電圧調整
回路として、電圧ステップレジスタ３０１Ｐ，３０１Ｎと、ＶＴモードイネーブル信号３
０２Ｐ，３０２Ｎとを備えることで、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎからの出力として等間
隔な電圧を得ることができる。
【００８８】
　この場合に、ガンマ回路２８Ｐ，２８Ｎにおいて、セレクタ１１２Ｐ，１１２Ｎは、電
圧ステップレジスタ３０１Ｐ，３０１Ｎに保存された情報に基づいて、等間隔な電圧を選
択して出力する。そして、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎにおいて、セレクタ１３１Ｐ－１
～１３１Ｐ－Ｍ／２，１３１Ｎ－１～１３１Ｎ－Ｍ／２は、ＶＴモードイネーブル信号３
０２Ｐ，３０２Ｎに基づいて、ガンマ回路２８Ｐ，２８Ｎから出力された等間隔な電圧を
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選択して出力する。この結果、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合に、等
間隔な電圧を得ることができる。
【００８９】
　（実施の形態２）
　本実施の形態２に係わる液晶表示装置は、液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブを取得する場
合の構成の別の一例である。本実施の形態２においては、前記実施の形態１と異なる点を
主に説明する。本実施の形態２は、各階調を等間隔な電圧に割り付ける処理を行い、電圧
の調整は階調データを０階調から２５５階調まで切り替えることで実施する例である。ま
た、通常使用時とＶ－Ｔカーブ取得時の切り替えは、ハードピンもしくはコマンドで変更
することが考えられるが、本実施の形態ではハードピンを設けて変更する例を説明する。
【００９０】
　＜液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブを取得する場合の構成＞
　図１０は、本実施の形態２に係わる液晶表示装置１において、液晶表示パネル１０のＶ
－Ｔカーブを取得する場合のガンマ回路２８およびソースアンプ２４の構成の一例を示す
説明図である。図１０では、正極側のガンマ回路２８Ｐおよびソースアンプ２４Ｐを示し
ているが、負極側のガンマ回路２８Ｎおよびソースアンプ２４Ｎにおいても同様であるの
で、負極側の構成要素の符号は括弧内に記載している。
【００９１】
　本実施の形態２における正極側のガンマ回路２８Ｐおよびソースアンプ２４Ｐには、液
晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合の構成として、液晶表示パネル１０に映
像データを供給するソースアンプ２４Ｐからの出力を等間隔な電圧とする電圧調整回路を
備えている。電圧調整回路としては、ＶＴモード選択端子４０１Ｐと、線形階調電圧カー
ブプリセットテーブル４０２Ｐと、セレクタ４０３Ｐと、階調データ４０４Ｐと、複数の
セレクタ４０５Ｐ－１～４０５Ｐ－Ｍ／２とを備えている。この電圧調整回路の構成は、
前に図７に示した通常使用時におけるガンマ回路２８Ｐおよびソースアンプ２４Ｐの構成
に追加された部分である。
【００９２】
　ガンマ回路２８Ｐにおいて、正極ガンマ電源生成部１１０Ｐの部分は、液晶表示パネル
１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合にも通常使用時と同様に動作し、正極ガンマ電源生成
部１１０Ｐで生成された正極ガンマ電圧ＧＶＤＤＰが、電圧調整回路の線形階調電圧カー
ブプリセットテーブル４０２Ｐなどを備えた正極階調電圧生成部１２０Ｐへ供給される。
【００９３】
　ＶＴモード選択端子４０１Ｐは、Ｖ－Ｔカーブ取得時と通常使用時とを切り替えるため
の端子であり、Ｖ－Ｔカーブ取得時には液晶ドライバＩＣ２０の外部から活性化された選
択信号が供給される。このＶＴモード選択端子４０１Ｐからの選択信号は、セレクタ４０
３Ｐおよび複数のセレクタ４０５Ｐ－１～４０５Ｐ－Ｍ／２にそれぞれ入力される。
【００９４】
　線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐは、等間隔な電圧を生成するための線
形階調電圧特性プリセット情報を保存する保存回路である。この線形階調電圧特性プリセ
ット情報は、線形階調電圧カーブにするためのプリセット値である。この線形階調電圧カ
ーブプリセットテーブル４０２Ｐは、セレクタ４０３Ｐに接続されている。
【００９５】
　線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐは、Ｖ－Ｔカーブ取得時に使用される
が、通常使用時に使用されるガンマレジスタ１２３Ｐとの対比は、以下の通りである。ガ
ンマレジスタ１２３Ｐは、所望のガンマ値を得るためのレジスタ、すなわちガンマ値を主
眼とした（優先した）セレクタ１２２Ｐ（１２２Ｐ－０～１２２Ｐ－２５５）を選ぶため
のレジスタである。これに対して、線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐは、
理想的な線形階調電圧カーブを得ることを優先してセレクタ１２２Ｐを選択するテーブル
である。
【００９６】
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　所望のガンマ値または理想的な線形階調電圧カーブはいずれも、セレクタ１２２Ｐを介
して出力されるが、線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐの方も実現しようと
すると、セレクタ１２２Ｐが０～２５５では足りない場合がある（２５６の階調を得るた
めのガンマ値の数≠線形階調電圧カーブを得るためのセレクタの数）。
【００９７】
　詳細には、ガンマレジスタ１２３Ｐでは、例えば、階調１を得るためにセレクタ１２２
Ｐ－１、階調２を得るためにセレクタ１２２Ｐ－５、階調３を得るためにセレクタ１２２
Ｐ－８、…が必要である。これに対して、線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２
Ｐは、理想的な線形階調を得るための電圧カーブを得るべく、等間隔な電圧を出力可能な
セレクタの選択として、セレクタ１２２Ｐ－１、セレクタ１２２Ｐ－２、セレクタ１２２
Ｐ－４、セレクタ１２２Ｐ－８、…がプリセットされる。このようにして、セレクタ１２
２Ｐ－０～１２２Ｐ－２５５が選択される。
【００９８】
　セレクタ４０３Ｐは、線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐの線形階調電圧
特性プリセット情報を、ＶＴモード選択端子４０１Ｐからの選択信号に基づいて選択して
出力する選択回路である。このセレクタ４０３Ｐの入力側には、線形階調電圧カーブプリ
セットテーブル４０２Ｐとガンマレジスタ１２３Ｐとが接続され、Ｖ－Ｔカーブ取得時に
はＶＴモード選択端子４０１Ｐからの選択信号に基づいて線形階調電圧カーブプリセット
テーブル４０２Ｐが選択される構成となっている。このセレクタ４０３Ｐの出力側は、複
数のセレクタ１２２Ｐ－０～１２２Ｐ－２５５に接続され、Ｖ－Ｔカーブ取得時には選択
された線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐの情報が複数のセレクタ１２２Ｐ
－０～１２２Ｐ－２５５へ出力される。
【００９９】
　階調データ４０４Ｐは、線形階調電圧特性プリセット情報に基づいた線形階調電圧に割
り付ける階調情報であり、０階調から２５５階調まで２５６ステップで電圧を振るための
階調データである。この階調データ４０４Ｐは、例えば不揮発性メモリ２７に記憶されて
いるデータを用いる。
【０１００】
　複数のセレクタ４０５Ｐ－１～４０５Ｐ－Ｍ／２は、線形階調電圧特性プリセット情報
に基づいた線形階調電圧に割り付ける階調データ４０４Ｐを、ＶＴモード選択端子４０１
Ｐからの選択信号に基づいて選択して出力する選択回路である。このセレクタ４０５Ｐの
入力側には、階調データ４０４Ｐとラインラッチ回路２３からの階調データとが入力され
、Ｖ－Ｔカーブ取得時にはＶＴモード選択端子４０１Ｐからの選択信号に基づいて階調デ
ータ４０４Ｐが選択される構成となっている。このセレクタ４０５Ｐの出力側は、複数の
セレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２に接続され、Ｖ－Ｔカーブ取得時には選択され
た階調データ４０４Ｐが複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２へ出力される。
【０１０１】
　このような構成により、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合は、以下の
ように動作する。液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合には、ＶＴモード選
択端子４０１Ｐから、活性化された選択信号を供給する。これにより、セレクタ４０３Ｐ
は線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐの情報が選択可能になり、複数のセレ
クタ４０５Ｐ－１～４０５Ｐ－Ｍ／２は階調データ４０４Ｐが選択可能になる。
【０１０２】
　まず、ガンマ回路２８Ｐのセレクタ４０３Ｐは、線形階調電圧カーブプリセットテーブ
ル４０２Ｐの線形階調電圧特性プリセット情報を、ＶＴモード選択端子４０１Ｐからの選
択信号に基づいて選択して複数のセレクタ１２２Ｐ－０～１２２Ｐ－２５５に出力する。
そして、複数のセレクタ１２２Ｐ－０～１２２Ｐ－２５５では、それぞれ、線形階調電圧
カーブプリセットテーブル４０２Ｐの線形階調電圧特性プリセット情報に基づいて、線形
階調電圧を複数のアンプ１２４Ｐ－０～１２４Ｐ－２５５に出力する。これを受けて、複
数のアンプ１２４Ｐ－０～１２４Ｐ－２５５は、それぞれ、線形階調電圧を増幅して線形
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階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５として出力する。この線形階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５は、
ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２の入力となる。
【０１０３】
　また、ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ４０５Ｐ－１～４０５Ｐ－Ｍ／２は、それ
ぞれ、線形階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５に割り付ける階調データ４０４Ｐを、ＶＴモード
選択端子４０１Ｐからの選択信号に基づいて選択して複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３
１Ｐ－Ｍ／２に出力する。そして、複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２では
、それぞれ、階調データ４０４Ｐを線形階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５に割り付けて複数の
アンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２に出力する。これを受けて、複数のアンプ１３２
Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２は、それぞれ、セレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２から
出力された階調データ４０４Ｐを線形階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５に割り付けた等間隔な
電圧を出力する。このようにして、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合に
は、ソースアンプ２４Ｐから等間隔な電圧を出力させることができる。
【０１０４】
　同様に、負極側のガンマ回路２８Ｎおよびソースアンプ２４Ｎにおいても、電圧調整回
路としては、ＶＴモード選択端子４０１Ｎと、線形階調電圧カーブプリセットテーブル４
０２Ｎと、セレクタ４０３Ｎと、階調データ４０４Ｎと、複数のセレクタ４０５Ｎ－１～
４０５Ｎ－Ｍ／２とを備えている。これにより、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取
得する場合には、ソースアンプ２４Ｎから等間隔な電圧を出力させることができる。
【０１０５】
　＜実施の形態２の効果＞
　以上説明した本実施の形態２に係わる液晶表示装置１によれば、前記実施の形態１と同
様に、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合に、等間隔な電圧を得ることが
できる。これにより、等間隔な電圧のデータを用いてＶ－Ｔカーブを取得し、このＶ－Ｔ
カーブに基づいて所望の透過率になる電圧－階調関係を求めて所望のガンマカーブを得る
ことができる。特に、従来技術の方法に比べて、簡単に精度のよい実測のＶ－Ｔカーブを
得ることができ、時間と手間が省けるようになる。
【０１０６】
　より詳細には、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎからの出力を等間隔な電圧とする電圧調整
回路として、線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐ，４０２Ｎと、セレクタ４
０３Ｐ，４０３Ｎと、階調データ４０４Ｐ，４０４Ｎと、複数のセレクタ４０５Ｐ－１～
４０５Ｐ－Ｍ／２，４０５Ｎ－１～４０５Ｎ－Ｍ／２とを備えることで、ソースアンプ２
４Ｐ，２４Ｎからの出力として等間隔な電圧を得ることができる。
【０１０７】
　この場合に、ガンマ回路２８Ｐ，２８Ｎにおいて、セレクタ１２２Ｐ－０～１２２Ｐ－
２５５，１２２Ｎ－０～１２２Ｎ－２５５は、セレクタ４０３Ｐ，４０３Ｎから出力され
た線形階調電圧カーブプリセットテーブル４０２Ｐ，４０２Ｎの線形階調電圧カーブプリ
セット値に基づいて、線形階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２５５を出力する。そして、ソースアン
プ２４Ｐ，２４Ｎにおいて、セレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２，１３１Ｎ－１～
１３１Ｎ－Ｍ／２は、セレクタ４０５Ｐ－１～４０５Ｐ－Ｍ／２，４０５Ｎ－１～４０５
Ｎ－Ｍ／２から出力された階調データ４０４Ｐ，４０４Ｎを線形階調電圧ＶＰ０～ＶＰ２
５５に割り付けた等間隔な電圧を出力する。この結果、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカー
ブを取得する場合に、等間隔な電圧を得ることができる。
【０１０８】
　（実施の形態３）
　本実施の形態３に係わる液晶表示装置は、液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブを取得する場
合の構成の別の一例である。本実施の形態３においては、前記実施の形態１および２と異
なる点を主に説明する。本実施の形態３は、外部からのリファレンス電圧に応じてソース
アンプの出力が変化するモードを持たせ、ガンマ回路は停止し、ソースアンプが外部入力
の電圧をリファレンスに動作する例である。また、外部からのリファレンス電圧は、任意
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のステップで調整を可能にするものである。
【０１０９】
　＜液晶表示パネルのＶ－Ｔカーブを取得する場合の構成＞
　図１１は、本実施の形態３に係わる液晶表示装置１において、液晶表示パネル１０のＶ
－Ｔカーブを取得する場合のガンマ回路２８およびソースアンプ２４の構成の一例を示す
説明図である。図１１では、正極側のガンマ回路２８Ｐおよびソースアンプ２４Ｐを示し
ているが、負極側のガンマ回路２８Ｎおよびソースアンプ２４Ｎにおいても同様であるの
で、負極側の構成要素の符号は括弧内に記載している。
【０１１０】
　本実施の形態３における正極側のガンマ回路２８Ｐおよびソースアンプ２４Ｐには、液
晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合の構成として、液晶表示パネル１０に映
像データを供給するソースアンプ２４Ｐからの出力を等間隔な電圧とする電圧調整回路を
備えている。電圧調整回路としては、リファレンス電圧入力端子５０１Ｐと、ＶＴモード
イネーブル信号５０２Ｐとを備えている。この電圧調整回路の構成は、前に図７に示した
通常使用時におけるガンマ回路２８Ｐおよびソースアンプ２４Ｐの構成に追加された部分
である。
【０１１１】
　リファレンス電圧入力端子５０１Ｐは、等間隔な電圧に対応したリファレンス電圧が入
力される入力端子である。このリファレンス電圧入力端子５０１Ｐは、Ｖ－Ｔカーブ取得
時に用いる端子であり、Ｖ－Ｔカーブ取得時には液晶ドライバＩＣ２０の外部から任意の
ステップで調整が可能なリファレンス電圧ＲＥＦＰが供給される。このリファレンス電圧
入力端子５０１Ｐからのリファレンス電圧ＲＥＦＰは、複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１
３１Ｐ－Ｍ／２に入力される。
【０１１２】
　ＶＴモードイネーブル信号５０２Ｐは、リファレンス電圧入力端子５０１Ｐに入力され
たリファレンス電圧ＲＥＦＰに対応した等間隔な電圧を出力させる制御信号である。この
ＶＴモードイネーブル信号５０２Ｐは、ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－
１～１３１Ｐ－Ｍ／２に入力され、Ｖ－Ｔカーブ取得時には活性化される。このＶＴモー
ドイネーブル信号５０２Ｐが活性化された場合には、リファレンス電圧入力端子５０１Ｐ
から供給されたリファレンス電圧ＲＥＦＰが、ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３
１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２で選択されて出力される構成となっている。
【０１１３】
　このような構成により、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合は、以下の
ように動作する。液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合には、ＶＴモードイ
ネーブル信号５０２Ｐを活性化する。
【０１１４】
　まず、リファレンス電圧入力端子５０１Ｐから、例えば、０階調から２５５階調のリフ
ァレンス電圧ＲＥＦＰをソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－
Ｍ／２に入力する。そして、ソースアンプ２４Ｐの複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１
Ｐ－Ｍ／２には、それぞれリファレンス電圧ＲＥＦＰと、活性化されたＶＴモードイネー
ブル信号５０２Ｐとが入力される。
【０１１５】
　これにより、複数のセレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２では、それぞれ、活性化
されたＶＴモードイネーブル信号５０２Ｐに基づいて、０階調から２５５階調のリファレ
ンス電圧ＲＥＦＰを選択して複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２に出力する。
これを受けて、複数のアンプ１３２Ｐ－１～１３２Ｐ－Ｍ／２は、それぞれ、複数のセレ
クタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ－Ｍ／２から出力された０階調から２５５階調の等間隔な電
圧を出力する。このようにして、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合には
、ソースアンプ２４Ｐから、０階調から２５５階調の等間隔な電圧を出力させることがで
きる。
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【０１１６】
　同様に、負極側のガンマ回路２８Ｎおよびソースアンプ２４Ｎにおいても、電圧調整回
路としては、リファレンス電圧入力端子５０１Ｎと、ＶＴモードイネーブル信号５０２Ｎ
とを備えている。これにより、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合には、
ソースアンプ２４Ｎから、０階調から２５５階調の等間隔な電圧を出力させることができ
る。
【０１１７】
　＜実施の形態３の効果＞
　以上説明した本実施の形態３に係わる液晶表示装置１によれば、前記実施の形態１およ
び２と同様に、液晶表示パネル１０のＶ－Ｔカーブを取得する場合に、等間隔な電圧を得
ることができる。これにより、等間隔な電圧のデータを用いてＶ－Ｔカーブを取得し、こ
のＶ－Ｔカーブに基づいて所望の透過率になる電圧－階調関係を求めて所望のガンマカー
ブを得ることができる。特に、従来技術の方法に比べて、簡単に精度のよい実測のＶ－Ｔ
カーブを得ることができ、時間と手間が省けるようになる。
【０１１８】
　より詳細には、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎからの出力を等間隔な電圧とする電圧調整
回路として、リファレンス電圧入力端子５０１Ｐ，５０１Ｎと、ＶＴモードイネーブル信
号５０２Ｐ，５０２Ｎとを備えることで、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎからの出力として
等間隔な電圧を得ることができる。
【０１１９】
　この場合に、ソースアンプ２４Ｐ，２４Ｎにおいて、セレクタ１３１Ｐ－１～１３１Ｐ
－Ｍ／２，１３１Ｎ－１～１３１Ｎ－Ｍ／２は、ＶＴモードイネーブル信号５０２Ｐ，５
０２Ｎに基づいて、リファレンス電圧入力端子５０１Ｐ，５０１Ｎに入力されたリファレ
ンス電圧に対応した等間隔な電圧を選択して出力する。この結果、液晶表示パネル１０の
Ｖ－Ｔカーブを取得する場合に、等間隔な電圧を得ることができる。
【０１２０】
　本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変形例および修正例に想到し得
るものであり、それら変形例および修正例についても本発明の範囲に属するものと了解さ
れる。例えば、前述の各実施の形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除もし
くは設計変更を行ったもの、または、工程の追加、省略もしくは条件変更を行ったものも
、本発明の要旨を備えている限り、本発明の範囲に含まれる。
【０１２１】
　また、前述の各実施の形態において述べた態様によりもたらされる他の作用効果につい
て本明細書の記載から明らかなもの、または当業者において適宜想到し得るものについて
は、当然に本発明によりもたらされるものと解される。
【符号の説明】
【０１２２】
１　液晶表示装置
１０　液晶表示パネル
１１　表示領域
１２　ゲートドライバ
１３　ＲＧＢ選択スイッチ
２０　液晶ドライバＩＣ
２４，２４Ｐ，２４Ｎ　ソースアンプ
２８，２８Ｐ，２８Ｎ　ガンマ回路
３０１Ｐ，３０１Ｎ　電圧ステップレジスタ
３０２Ｐ，３０２Ｎ　ＶＴモードイネーブル信号
４０１Ｐ，４０１Ｎ　ＶＴモード選択端子
４０２Ｐ，４０２Ｎ　線形階調電圧カーブプリセットテーブル
４０３Ｐ，４０３Ｎ　セレクタ
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４０４Ｐ，４０４Ｎ　階調データ
４０５Ｐ－１～４０５Ｐ－Ｍ／２，４０５Ｎ－１～４０５Ｎ－Ｍ／２　セレクタ
５０１Ｐ，５０１Ｎ　リファレンス電圧入力端子
５０２Ｐ，５０２Ｎ　ＶＴモードイネーブル信号

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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